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魂祭の歴史と民俗

祖霊観念は日本人の間に抱懐されているものであり，民俗学の重要な課題とされてきた。柳田国
男は『先祖の話』の中で「三種の精霊」として祖霊，新仏，無縁という異なる精霊の存在を提示し，
盆行事に関する研究や正月の前後に行われる魂祭を研究する一つの指標とされてきた。本稿ではま
ず「祖霊」の用例を検討してみたが，柳田は「祖霊」の語彙を積極的には用いておらず，三種の精
霊についても柳田は「みたま」を基本語彙として説明している。この「祖霊」を以て様々な民俗事
例や歴史上の文献史料を解釈していくことは危険であり，その認識に立った上で平安，鎌倉時代に
おける暮れの魂祭に関する文献史料，『枕草子』や『徒然草』等を確認した。また，これらの文献
に見られる御魂祭と東日本に広く伝承されている「みたまの飯」については多くの研究者が関連づ
けて記述してきたが，本稿での検討の結果，正月が「祖霊」を祀る日であったわけではなく，少な
くとも，そう遠くない直近の死者の魂が帰ってきて，食物を供えて饗応する日だったと考える方が
適当であることを指摘した。そして平安，鎌倉時代に行われていた魂祭と現在の東日本の「みたま
の飯」が時代的に連続しているという説にも再検討が必要である事を指摘した。そして，現在の正
月とその前後に行われる死者霊の供養や祭祀について，東日本の「みたまの飯」，中国地方の「仏
の正月」，四国地方の「巳正月」など，正月から死者供養などの儀礼を避けてきた結果，日本列島
の中で正月前後の魂祭や死者供養の民俗に地域差が生じている事を明確にした。このように本稿は
列島の民俗事例を俯瞰することで明らかになる地域差を提示した上で，歴史史料も積極的に援用し，
比較検討を進めるという試論であり，列島の民俗分布をもとにどのような歴史的展開や社会的要因
が背景としてあったのかを考察するという新たな比較研究法の提示を試みるものである。
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